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宣伝する自由を持つ
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す認識に由来する。宗教問題に関する鄧小平の理論は、「国家利益」のためにつ
くり出した宗教政策を貫徹・執行し、宗教界の人士を団結・凝集し、多くの信
徒群衆の愛国的熱情を燃え立たせ、人民の注意力を現代化された強国の建設と
いう共通の目標に集中させているという点で、極めて重要な現実的な意義があ
ると言えよう40。「鄧小平理論の宗教観」は、マルクス主義や毛沢東理論、党の
路線等といったイデオロギーと同一線上にあるため、これを終始一貫して貫徹
していけばいくほど、社会主義社会では極めて偉大な業績として褒め称えられ
るであろう。他方、それは複雑な宗教的現象と問題を特定のイデオロギーの枠
組みの中に限定してしまう「弱点」も秘めているのである。いずれにせよ、「鄧
小平理論の宗教観」の優れた点は、それに極めて深奥な哲学的内容や思想的体
系が備えられているからというよりも、彼の「警句的な」発言やその理論が標
榜する原則に徹底し、それを社会的現実において不断なく運用・実践してきた
事実にあると言わなければならない。鄧小平は文化大革命を通じて強められた「極
左」の思想的傾向に対し、書籍を迷信せず、権威を迷信せず、実践こそが真理
を検証できる唯一の尺度であると指摘し、自ら真理の検証のために実践に実践
を重ねているのである。
40	 张红扬、同上、第74頁。
